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伊那市
社会教育委員
だより

伊那市生涯学習基本理念

ー 歴史と文化を未来へつなぎ、誰もが心を豊かに育んでいく ー

令和７年度



Ⅰ 現場へ「足」

　　　　を運ぶ

～机上の空論で

　 は意味がない～

　Ⅱ 日頃から「手」

　　　 に汗を握る　

～自分が

やらずして、

人には言えない～

Ⅳ 些細な事でも

　 聴く「耳」をもつ

～個を知ることは、

　　全容解明の

　　　　第一歩～

Ⅴ 深く掘り下げて

　 視る「目」を持つ

～特色を捉え、

　　　生かし、

　発展させる～

　Ⅵ 腹に納めず

　　 「口」に出す

～問われて答え、

　 そうでなくても

　　　　　 言う～

　Ⅲ 市民から「顔」

　　　　 が見える

　～存在と役割を

　　 知ってもらう

　　　　ために～

６つの柱

社会教育委員　実践活動の取組

伊那市社会教育委員は、「社会教育委員による実践活動の取組」の

６つの柱に沿って、活動を進めています。



酒 井　 照 明　会長（伊那地区） 　黒河内　あけみ 副会長（美篶地区）

小 松 　由 和　委員（富県地区） 　宮 原 　晴 美　委員（手良地区）　　　

中 谷 　洋 子　委員（東春近地区） 　有 賀 　恵 子　委員（西箕輪地区）　　　

三 澤 　 隆　  委員（西春近地区） 　田 中 　秀 之　委員（高遠町地区）　　　

山 岸　 加代子 委員（高遠町地区） 　中 山 　勝 司　委員（長谷地区）

令和７年

４月１７日　第１回社会教育委員会議（定例会）を開催しました。《伊那市役所》

６月１９日　長野県社会教育委員連絡協議会総会に参加しました。《リモート》

７月　１日　諏訪・上伊那地区社会教育委員連絡協議会合同研修会に参加しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《飯島町文化館》

８月２８日　地域連携・協働フォーラムに参加しました。《伊那市生涯学習センター》

８月２９日　第２回社会教育委員会議（臨時会）を開催しました。《伊那市役所》

９月　８日　長野県社会教育研究大会に参加しました。《長野県総合教育センター》

１１月１４日　上伊那社会教育関係者懇談会に参加しました。《伊那公民館》

１１月２６日　第３回社会教育委員会議（臨時会）を開催しました。《伊那市役所》

　　　　　　伊那市教育委員との懇談会を開催しました。

令和８年

１月１５日　上伊那地区社会教育委員研修会に参加しました。《駒ヶ根市中沢公民館》

３月２４日　第４回社会教育委員会議（定例会）を開催しました。《伊那市役所》

（会議に併せ、社会教育委員発！我がまちいいとこ10選研修視察）

　第１回社会教育委員会議（定例会）を、令和７年４月17日(木)に伊那市役所で開催し

ました。

　本年度事業の取組方針について協議し、令和７年度の活動が始まりました。

　社会教育委員の10名です。（任期：令和６年４月～令和８年３月まで）



　社会教育委員として３期目の２年が終わろうとしています。常々思って

いることですが、「もし委員になっていなかったら、どんな生活をしてい

ただろうか？」。おそらく、人権同和教育講座講演会で、蓮池薫さんの拉

致問題の生々しい話を聴けなかっただろう。また、戦後８０年の各種イベ

ントや中尾歌舞伎、池上秀畝展等にも参加していなかっただろう。そして、

各委員が推奨する「我がまちのいいと１０選」の現地視察から、伊那のよ

さ（歴史や文化等）を感得できなかったと思います。

　そう考えると、社会教育委員の活動を通して「学んだこと」「感動した

こと」は、まさに我が人生の宝であります。こんな宝をより多くの方々に

共有してもらうよう努めていきたいと思っています。

　終わりに、市当局をはじめ委員、関係の皆様のご支援ご尽力に対して

御礼申し上げます。

社会教育委員からひとこと

　この２年間、社会教育委員として活動していったこととして心に

残っていることは、特に２つの活動があります。

　公民館の「おいで塾」。これは夏休みの３日間、地域の子どもたち

と接する楽しい機会でした。午前中は勉強のお手伝い、午後は工作

やニュースポーツの体験など、いつもでは味わうことのできない体

験ができました。子どもたちも学校での姿とは違う、本当の自分が出

せて、楽しそうでした。

　「宇宙の学校」では、親子の関わりに接することができました。熱気

球作りは、グループ毎に大きな気球を作り、ドライヤーの熱で天上ま

で揚げました。自分たちが作った気球が上がっていく様子に目を輝

かせて感動する姿、穴があくとサッと自分たちの力で直す姿、本当に

自分たちでやっている姿をたくさん見ることができました。

　普段経験できない多くのことを味わうことができました。ありがと

うございました。

　社会教育委員は初めての経験でしたので、戸惑う事も多く、教育委

員会の職員の皆さんや、先輩の委員の皆さんに教えていただきながら

の２年間でした。この２年の間、様々な研修会・講演会等に参加させて

いただきました。特に、分散会等では多くの皆さん方と意見を交わし、

私自身多くの事を勉強させていただきました。また、社会教育委員の

出身地域のいい所を紹介する「いいとこ１０選」では、各地域の名所旧

跡を巡り、改めて伊那市のいい所を再発見する事ができました。

　社会教育は、子どもから老人まで幅が広く、地域との連携や人との

繋がりが大切だと思います。最近では、公民館活動の参加者が減少傾

向にあります。SNSの技術が進み、学習しようと思えば、誰もが、何処で

も、何時でも知りたい情報を得る事ができる時代になりました。これか

らの社会教育のあり方も少しずつ変わってくるのかもしれません。

会長
酒井　照明
（伊那地区）

副会長
黒河内あけみ
（美篶地区）

小松　由和
（富県地区）



　委員会の折に高遠の委員さんから、夏休みに進徳館で子どもたちが

論語を諳んじているという話を聞きました。「わけも分からず声を出して

いたことが九十歳位になって、そういうことだったのかと納得すること

もあると聞いた」ともつけ加えられました。何というスケール、何という

ロマンのある生涯学習でしょうか。

　今、アクティブに活動することが推奨され、高校にも総合的な探究が

導入されました。高校生の活躍は、それはそれですばらしいのですが、

社会に役立つ即戦力を育てているようにも見えてどこか侘しい気もし

ます。

　文科省には申し分けないですが、「生きる力」になどならなくともよい

と思います。役に立つか立たないかわからないもの、目にはさやかに見

えないようなもの、そういうものにも心を寄せていったら、生きづらさを

感じる人たちも少しは減るのではないかと思っています。

　社会教育委員の皆さんがそれぞれの地域を紹介する「わがまちの

いいとこ１０選」は、地域の歴史や特色がわかり大変興味深いものでし

た。今回は「西春近公民館」と「西箕輪公民館」、「西天竜発電所」と「春

富水力発電所」と同じ目的を持つ施設を見学できたことが印象に残り

ました。

　公民館では集える場所としてその地区ならではの想いや工夫が伝

わり、発電所は昔の人たちが苦労して引いた水が田畑を潤し次に発電

という形で地域に還元するという人間の知恵のすごさに驚くばかりで

した。

　それぞれの地域で大切にされてきたことが次の世代に引き継がれ

ていくことの大切さを強く感じました。

　二年間大変お世話になりました。

　２年間の社会教育委員の活動を終え感じたのは、いろいろな事を

学ばせていただいたという事です。学校教育、公民館活動、生涯学

習、人権問題など様々な幅広い問題提起を考えたり、学んだり、体験

したり、意見交換したりする事ができました。

　２年目の活動で特に印象に残った内容が３つあります。１つ目は地

域連携・協働フォーラムでの「探究」の分科会でした。ＡＩが台頭する時

代で私たちに必要な「生きる力」とは何かをテーマとする講演と

ワークショップでした。２つ目は人権同和教育講座での蓮池薫さんの

講演です。拉致の目的、北朝鮮が拉致を認め帰国した理由、北朝鮮の

嘘という大きな３つの内容で理路整然と話してくださいました。３つ

目は駒ヶ根市の登戸研究所平和資料館の見学です。今更ながら戦争

の恐ろしさと平和の大切さを痛感する事ができました。

宮原　晴美
（手良地区）

中谷　洋子
（東春近地区）

有賀　恵子
（西箕輪地区）



　社会教育委員を受けて２年経ちます。県・郡主

催研修会の講演会等で他地区関係者との意見

交換会することで、少しばかりではありますが

研鑽を積むことができたような気がします。

　「わがまちいいとこ１０選」では、各地区の見ど

ころを視察し、歴史や伝統文化のみならず多方

面の見聞を広げることもでき良かったと思いま

す。また、公民館行事に関しては、夏休みの「お

いで塾」で学習支援の協力をさせていただき、

子どもたちと接する機会を持てたことも良い経

験となりました。

　公民館や学校など地域との連携を密にし、各

種行事へのアンテナを高くして活動したいと考

えております。

　各種イベントや、公民館講座等参加させて頂

いた中でも感慨深かったのは、公民館主催で地

域の小学１年生～６年生を対象に夏休みの４日

間行われる「進徳館夏の学校」でした。高遠藩の

藩校であり藩士の教育機関として多くの人材を

輩出した進徳館で当時の建物を利用します。論

語の素読の時間は、まず姿勢を正し正座して、

館長に続いて一斉に声を揃えて音読します。静

寂の中に響く声は、昔にタイムスリップしたよう

でした。中学生や高校生もボランティアで参加し

て、少子化の中、一堂に異年齢が集まる機会も

少なく、良い体験ができる「進徳館夏の学校」だ

と思いました。これらの伝統と文化が未来に繋

がって行く事を願います。

　任期を終えるにあたりお世話になりました関

係各位の皆様に心から

感謝申し上げます。

　伊那市高遠地区選出の社会教育委員として

の二年間の主な活動実績は、次の通りです。

　高遠北小を守る会にて、校内草刈り、子ども

たちと魚取り、親子バーベキュー、交通安全＆防

災教室開催、朝の挨拶運動、地域を知る会講師、

放課後教室にて学習指導。

　高遠中学では高中応援隊の一員として、全校

生徒に教育基本法の前文に掲げられた教育の

目的を説明、放課後教室にて受験指導。

　その他、成人式には恩師として励ましの祝辞、

進徳館夏の学校手伝い、高遠町歴史博物館主催

の親子教室では、仁科五郎の扮装をして会場を

歩き回り、人気のおじさんでした。

　以上微力ながら社会教育委員の責務として、

高遠地区の民度向上に努めて参りました。

三澤　隆
（西春近地区） 山岸　加代子

（高遠町地区）

田中　秀之
（高遠町地区） 中山　勝司

（長谷地区）

　「社会教育委員は地域活動の現場を見て課

題を発見し、教育委員会に積極的に意見を述べ

る『行動する委員』としての役割が期待されて

いる。」とのこと。２年間を振り返ると、その役目

は果たせませんでした。

　公民館主催イベントで西箕輪視察の時、木曽

側から権兵衛峠を越え伊那側に水を引いた「木

曽山用水」の事を知りました。伝兵衛、艶三郎、

木曽山用水等々を始め、伊那谷の開拓の歴史、

先人の苦労の歴史をもっと知りたいと思います。

また西箕輪図書館に木曽山用水の子ども向け

読本がありますが、積極的に小さい頃から地域

の歴史に触れさせ、関心を持たせるという教育

も大事ではないかと思います。



足を運ぶ活動　イベント等参加報告

　「貝沼の自然環境を守る会」と富県小学校と

の交流は毎年行われています。この活動は学校

教育と連携して農業体験・食育等を目的に、更に

は自然環境を守りながら魅力ある地域づくりを

目的に行われています。

　今年は、６年生がスイートコーンの栽培に挑戦

し、種蒔き・収穫・販売までを行う予定です。小学

生１９人、先生２人、守る会会員９名が参加し、５

アールの畑に約2,000粒の種を蒔きました。初め

ての種蒔きで大人から教えて貰いながら行い、

効率よく行っていました。

　これからの世話は、病気や鳥獣害等の心配も

有りますが、守る会会員やPTA・子供達と一緒に

なって行っていきます。 

　農業体験を通じて、農業と地域の魅力を感じ

てくれればいいと思います。

「貝沼の自然環境を守る会」

と富県小６年生との交流

(富県貝沼の畑)

4
25

　夏休みのおいで塾は、年々希望者が増え、今

年の参加者は９９名となりました。私は、午前中

の学習支援のスタッフの一人として参加して宿

題帳など勉強の見守りを担当しました。いくつ

か質問を受け、答えはわかるもののどう説明す

ればいいのか戸惑うこともあり冷や汗をかく場

面もありましたが楽しい３日間でした。

　また、午後は各種行事の体験学習等盛りだく

さんのカリキュラムで実施されました。特に、２日

目に行った流しソーメンは大変喜ばれ、夏の定

番イベントを満喫することができました。上流の

上級生は、下流にいる下級生にソーメンがいき

わたるように「食べ方ストップタイム」を設ける

など、思いやりの心も育まれた一面も見ること

ができました。おいで塾を通して地域との交流

機会にもなり大変良い活動だと思います。

西春近公民館おいで塾

(西春近公民館)
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　久しぶりに参加したオープニング式典は、今

回はバイオリン奏者の宮澤りんさんの演奏でし

た。ホールに響く美しい演奏に心から癒されまし

た。毎回思うのですが若手の演奏者の活躍の場

として素晴らしい企画だと思います。

　展示されている作品については作者の方か

ら説明していただきわかりやすかったです。私

のような美術についてあまり分からない見学者

にとってはありがたかったです。作品の中で特

に流木を使った立像は心に響くものがありまし

た。

　これからも展示に合わせた、地元出身の演奏

家のオープニング式典での演奏は続いてほし

いと思います。せっかくの若手演奏家の発表は

もっと一般の人にも知らせて活躍の場にして

いってほしいです。

若手アーティスト展

「ふうけいのまにまに」

(信州高遠美術館)
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　今年は終戦から８０年目という節目の年です。

歴史博物館では戦争関係の記録や、満蒙開拓

団に関する史料など博物館に情報が寄せられ、

様々な形で残された戦争についての記録を通

して戦争の時代を振り返えさせられました。

　展示されている史料について学芸員さんが

説明してくださり、展示物の意味や家族の思い

など知ることができました。戦地で戦いながら

も「軍事手帳」を記録し、それを見ることで兵士

たちの動きを具体的に知ることができ、地図上

で動きが確認できました。大変な状況の中での

記録ですが、丁寧かつきれいな文字が書いてあ

り“凄い”の一言です。

　現在は戦争体験談を話せる方も少なく、テレ

ビ放映からの知識となる中で、実物の史料を見

ながらのお話は勉強になりました。

秋季企画展

　「記録された戦争の時代」

（高遠町歴史博物館）
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　この日は天候に恵まれて、殿島城址公園に設

置された屋外のステージにて９団体が演奏やパ

フォーマンスを披露しました。伊那節保存会の踊

りから始まり、金管楽器やフルートのアンサンブ

ル、女声合唱、詩吟、太鼓の演奏、今年新たにス

タートした春富中・辰野中のマーチングバンドの

パフォーマンス等が披露されました。私自身も女

声合唱団はるちかコーロ・フェリーチェの一員と

して演奏に参加しました。

　様々の団体の様々な活動内容が発表され、子

供からお年寄りまで楽しめて良かったと思いま

す。準備にあたられた地区の役員の方々に感謝

いたします。

　昨年より参加団体が減ったのは残念だったの

で、参加団体の確保や聴きにきてくれる観客へ

のPRも課題かと思いました。

第19回森の音楽祭in春近郷

(殿島城址公園)
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　足は体の基礎であり、健康長寿の基盤です。

危ない足のサインに早く気付き、できた傷を治

すより傷ができないように予防することが大切

で、そのために足に合った靴で正しく履くこと

が重要とのことでした。また、靴はひも付きの運

動靴が良く、足の指を動かしたり広げたりし、顔

と同様スキンケアを行うようアドバイスがありま

した。

　実際に履いている運動靴で「正しい靴の履き

方」を実践する時間もあり、普段気を付けて履

いているつもりだったが、正しく履けていなかっ

たと反省しました。

　平日午後の開催だったので、参加者は足が気

になる中高年が多かったですが、若い世代にも

聞いてほしい内容でした。

市民公開講座

「足に良い靴どんな靴？」

(伊那中央病院 講堂)

10
30

　漢学者・論語講師の安岡定子さんが講師でし

た。進徳館のように藩校の建物が残っているの

は珍しいとのことで、残っているところでは学

校の夏休みに子どもたちが論語の素読に取り組

んでいることが多いとのことでした。江戸時代

はおおらかで寺子屋は誰でも開くことができ、

人材育成を目指す藩校も始められたようです。

　参加者全員で素読をし、意味を教わりました。

意味が深く、もっと早く知っていたかったと思い

ました。論語は生き方を教えており、年月を経る

と受け取るものも違ってくるとのことで、繰り返

し読みたいと思いました。

高遠町桜大学第４講座

「論語を通じて学ぶ喜びを知る」

(高遠町総合福祉センターやますそ)

11
29

　期待していた通り、講師で拉致被害者の蓮池

薫さんの話は「拉致」を『問題』と『事件』の両面

から捉え、その人しか分からない生々しい実体

験を語られ、まさに、凄まじい過酷なドラマを観

ているような９０分でした。

　北朝鮮の目的、当時の日本及び国際社会の

情勢、なぜ５人が帰国できたか、拘束された北

朝鮮での生活や新潟の海岸で拉致された時の

模様等々、新聞やテレビで報道された以上の深

い部分まで感得することができました。

　北朝鮮は「解決済み」としているが、まだ北朝

鮮に日本へ戻れないでいる方々がいる限り、今

日の講演から感じたことを一人でも多くの人に

語っていくことが、この問題を風化させないこ

と、人権同和教育の本質に繋がっていくように

思われました。

人権同和教育講座講演会

「夢と絆」

(ニシザワいなっせホール)

1
17



我がまちのいいとこ１０選研修視察

桜並木

(美篶地区)
4
18

　「中坪の歩み」とは、手良の中坪に毎月発

行配布されている広報誌の名前です。各常

会からの９名で編集会議をし、中坪の過去・

現在・未来を掘り起し、取材調査活動をして

発行しているそうです。平成８年より始まり

３０年。現在３５０号になろうとしています。

この継続力は郷土愛に他ありません。郷土

の紙芝居を作って上演したり、古老と語る

会を開催したりもしているそうです。

中坪のあゆみの会の紹介

(手良地区)
4
18

　三峰川堤防桜並木は、美篶小学校の児童

とＰＴＡ・地区の人々が協力して、「かつての

三峰川堤防の桜並木を復活させよう」と試

みたもので、平成６年に４年生の子どもたち

の願いからうまれ、平成９年３月、初めて３

本の桜が植えられ、その後毎年児童会を中

心に植え続け、平成１４年には５６本になり、

現在に至っています。小学校では今でも手

入れ活動を続けていて、毎年きれいな桜が

咲き続けています。



老松場の丘・古墳公園

(東春近地区)
8
29

　春富水力発電所は、平成２９年に伝兵衛

井筋を活用した発電施設として稼働を開始

しました。この施設は、三峰川左岸の河岸段

丘を流れる水路の高低差を利用して、水車

を回すことで、毎年約６５万キロワットの電

気を生み出しています。発電された電気は

電力会社に売電され、春富土地改良区が管

理する農業用水路等の維持管理に充てられ

費用の負担軽減や地球温暖化防止に役

立っています。

春富水力発電所

(富県地区)
8
29

　老松場古墳群は、東春近小学校、東春近

保育園にほど近い小高い丘の上に存在しま

す。全８基の古墳の内、１号墳は前方後円墳

である事が判明しています。今から約１０年

前、当時の東春近小６年生の子どもたちの

発見でした。

　その後の関西大学の測量発掘調査により、

古墳時代初期の前方後円墳であり、南信で

は最も古いものではないかと言われていま

す。公園内は里山の自然を活かした遊具が

あり、子どもから大人まで四季を通して楽し

める空間が広がっています。



　　　　　　　むねなが　　　　　　みやま

常福寺と宗良親王墓「御山」、
　　　　　　だいとくおうじ

大徳王寺城址

(長谷地区)

11
26

社会教育委員の皆さん２年間の任期ありがとうございました。

　後醍醐天皇と足利尊氏が争う南北朝時

代に、皇子宗良親王は大河原（現大鹿村）に

住み、諏訪氏と共に北朝方と戦いました。常

福寺には親王がこの地で命を落とし「御

山」に葬られたと伝わります。また、北条家

の遺児時行は諏訪氏に擁護され、この地で

北朝との戦いが行われたと考えられていま

す。
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